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	参加目的：
磁性分野では最大の会議であるICM2012で私の研究内容について講演を行い、より多くの聴衆と研究内容について議論を重ねたいと考えておりました。また、専門家との議論を通じて新しいアイディアを持ち帰り、自身の研究を飛躍的に高めることができるのではないかと思い参加しました。

	会議の状況：

ICM2012には48カ国1683名の人々が参加し、私が今まで出席した会議の中では最も規模の大きなものでした。また、私の発表領域であるMeasuring Techniques and Instrumentationでは約50名の人々が発表を行い、多くの方と議論をすることができたと感じています。

	成果概要：

Korea Research Institute of Standards and Science所属Heonhwa Choi氏による”Highly Sensitive Cantilever Magnetometry in Static and Dynamic Modes for Micro-Scale Samples”という発表が非常に興味深いものでした。Heohwa Choi氏の研究はカンチレバーと光ファイバーの端面でFabry-Perot干渉計を構成し、サンプルの磁気的性質の変化を高感度検出するというものでした。この研究におけるセットアップは私の研究と似ている部分があり、得るべき所が多くあったと感じています。私は極低温下でのカンチレバーとファイバーの位置合わせの正確性という点で行き詰まりを感じていたのですが、Heohwa Choi氏は3方向ピエゾ素子（commercial）を用いてその点を解決したと伺いました。現在、我々グループでは3方向ピエゾ素子を用いたステージの開発を行っており、Heohwa Choi氏の研究からも分かるようにそれが完成した暁には飛躍的に研究が進むのではないかと考えています。また、ICM2012に参加することにより、自身の研究へのアイディアを得るだけではなく他分野領域の研究に触れることができたと感じています。今回、このような機会を与えてくださった望月基金に深く感謝いたします。


